
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

International Journal 
                          （インターナショナル・ジャーナル） 

         2022 Summer Issue（夏号） 

【四半期ごとに、環境について国際的な視点でご紹介します。】 

みんなで海外のごみ問題から考えよう！ 

令和４年６月３日発行 印刷物登録 令和４年度第１５号 

東京二十三区清掃一部事務組合 清掃事業国際協力室 

(Clean Authority of TOKYO, International Cooperation Department for Waste Management) 

ホームページ：https://www.union.tokyo23-seisou.lg.jp/index.html 電話：03-6238-0575 

【東京二十三区清掃一部事務組合は、海外のごみ問題に２３区とともに取り組んでいます。】 

今回のテーマは 

「ＳＤＧｓ」 

裏面へ GO！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs 持続可能な開発目標 

Sustainable Development Goals 

世界では、ごみの収集サービスを利用できない人が

２０億人いると言われています。 

衛生的で健康な生活を送るためにも、ごみの分別・

収集は欠かせません。 

（参考：国際連合広報センター：ＳＤＧｓ報告 2019） 

 

ごみの分別・収集 

ごみを減らす 

海外では、不適切な埋

立などで公害問題が発

生しています。 

環境保全のためには、

ごみの適切な処理が重

要です。 

  

適切なごみの処理 

食品ロスや海洋プラス

チックごみは、世界的

な問題です。 

皆さんも毎日の生活の

中で、できることから

始めましょう。 

2015年 9月の国連サミットで採択された SDGs は、持続可能でよりよい世界の達

成を 2030年までに目指す世界共通の目標で、経済・社会・環境の３つの側面か

ら取り組む、17のゴールと 169のターゲットによって構成されています。 

この SDGs では、ごみ問題の解決も大きな目標となっており、全ての国・全ての

人の行動と協力が求められています。 

海外のごみ問題から考える 

（参考：農林水産省：食品ロスの現状を知る） 

 


